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8.5  地盤 

8.5.1  現況調査 

8.5.1.1  調査事項及びその選定理由 

地盤の現況調査の調査事項とその選定理由は、表8.5-1に示すとおりである。 

 
表 8.5-1 調査事項及びその選択理由：地盤 

調査事項  選択理由  

①地盤の状況  
②地下水の状況  
③地盤沈下又は地盤の変形の状況  
④土地利用の状況  
⑤法令による基準等  

工事の施行中において、掘削工事及びそれに伴う山留め壁の設

置により、地盤の変形並びに、地下水の水位及び流況の変化とそ

れに伴う地盤沈下の影響が考えられる。  
また、工事の完了後において、地下構造物の存在により、地盤

の変形並びに、地下水の水位及び流況の変化とそれに伴う地盤沈

下の影響が考えられる。  
以上のことから、計画地について、左記の事項に係る調査が必

要である。  

 

8.5.1.2  調査地域 

調査地域は、計画地及びその周辺地域とした。 

 

8.5.1.3  調査方法  

 (1)  地盤の状況 

   ア  既存資料調査 

既存資料を整理・解析した。 

 

   イ  現地調査 

 調査期間 

平成29年７月３日から７月31日まで実施した。 

 

 調査地点 

調査地点は、図8.5-1に示すとおり計画地内の４地点とした。 

 

 調査方法 

調査地点において、ボーリング調査（標準貫入試験・現場透水試験・室内土質試験）

を行った。 

 

 (2)  地下水の状況 

   ア  既存資料調査 

既存資料を整理・解析した。 

 

   イ  現地調査 

 調査期間 

平成30年12月１日から令和元年11月30日まで実施した。 
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 調査地点 

調査地点は、図8.5-1に示すとおり、不圧地下水、被圧地下水について計画地内の各

２地点とした。 

 

 調査方法 

調査は、表8.5-2に示す観測井を設置し、地下水位を測定した。水位測定は自動水位

計による連続観測とした。 

 

表 8.5-2 観測井設置構造一覧 

地下水 
調査
地点 

塩ビ管径 
（mm） 

深さ 
（ｍ） 

ｽﾄﾚｰﾅｰ 
（ｍ） 

無孔部 
（ｍ） 

ｽﾄﾚｰﾅｰの位置 
（A.P.） 
（ｍ） 

地盤高
（A.P.) 
（ｍ） 

観測方法 

不圧 
①   51  5 2  3 +0.9～ -1.1 3.86 

自動水位計 
②   51  6 2  4 -0.3～ -2.3 3.75 

被圧 
③   51 28 4 24 -20.2～-24.2 3.80 

④   51 30 4 26 -22.2～-26.2 3.83 

 

 (3)  地盤沈下又は地盤の変形の状況  

既存資料を整理・解析した。 

 

 (4)  土地利用の状況 

既存資料を整理・解析した。 

 

 (5)  法令による基準等 

関係法令等を調査した。 
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   イ  地質、地質構造等の状況 

計画地及びその周辺地域の地質断面図を図8.5-4に示すとおりである。計画地周辺の

地質は、上総層群の泥岩・砂岩・礫岩、下総層群の砂、下総層群の砂礫、下総層群の砂、

立川礫層相当層および同埋没段丘礫層の砂礫、立川・武蔵野・下末吉・多摩ローム層の

ローム・凝灰質粘土、有楽町層下部の粘土が堆積し、その上に有楽町層上部の砂となっ

ている。 

現地ボーリング調査における地盤構成状況は、図8.5-5(1)～(6)に示すとおりである。

計画地における地層は大きな乱れがなく、ほぼ一様に広がっている。上部から現世の埋

土層(B)、完新世の上部有楽町層（砂質土）(Yus)、下部有楽町層（粘性土）(Yuc)、更新

世の埋没ローム層(bl)、埋没段丘礫層(btg)、東京層（砂質土）(Tos)、東京礫層（砂礫）

(Tog)、上総層群の江戸川層（砂質土）(Eds)となっている。地質柱状図は、資料編（p.179

～p.194参照）に示すとおりである。 

また、既存北清掃工場建設時の環境影響評価において調査した地質柱状図は、資料編 

（p.195及びp.196参照）に示すとおりである。 

  




